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たとえば、「おじいさん」というキャラクターはいつも「わしは…じゃ」、忍
にん

者
じゃ

と

いえば「拙
せっ

者
しゃ

は…でござる」という言
こと

葉
ば

づかいがあてられます。それと同
おな

じよ

うに西
せい

洋
よう

ヒロインといえば、いつも「女
おんな

ことば」を使
つか

うというステレオタイプ

（本
ほん

書
しょ

では「知
ち

識
しき

」という言
こと

葉
ば

を使
つか

っています）が、翻
ほん

訳
やく

者
しゃ

にも受
う

け取
と

り手
て

にも

あるからです。このようにして、翻
ほん

訳
やく

というものが、日
に

本
ほん

語
ご

らしさのひとつであ

る「女
おんな

ことば」を保
ほ

存
ぞん

していると本
ほん

書
しょ

は主
しゅ

張
ちょう

します。もともとの「女
おんな

ことば」

がいつから、だれによって使
つか

われたのかは本
ほん

書
しょ

に書
か

かれています。

なお本
ほん

書
しょ

では、「女
おんな

ことば」以
い

外
がい

に、「男
おとこ

ことば」や「方
ほう

言
げん

」についても対
たい

照
しょう

的
てき

に考
こう

察
さつ

がされています。

▽「やあ、ぼくはブランドンだ。ミネソタ経
けい
由
ゆ
さ」（『ビバリーヒルズ高

こう
校
こう
白
はく
書
しょ
』）

若
わか

い男
だん

性
せい

でも、日
に

本
ほん

人
じん

はこのようには言
い

いません。これも翻
ほん

訳
やく

の表
ひょう

現
げん

です。

翻
ほん

訳
やく

では女
じょ

性
せい

が「女
おんな

ことば」を使
つか

うのに対
たい

して、男
だん

性
せい

は標
ひょう

準
じゅん

語
ご

を使
つか

い、「 男
おとこ

ことば」は気
き

軽
がる

な親
した

しさを表
あらわ

しているそうです。

ある種
しゅ

の登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

に対
たい

しては「方
ほう

言
げん

」が翻
ほん

訳
やく

に使
つか

われています。どんな登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

に、どんな方
ほう

言
げん

が使
つか

われているかということとその理
り

由
ゆう

についても、興
きょう

味
み

深
ぶか

い考
こう

察
さつ

がされています。

日
に

本
ほん

語
ご

の教
きょう

科
か

書
しょ

にはあまり出
で

てこない、「女
おんな

ことば」や口
こう

語
ご

表
ひょう

現
げん

に興
きょう

味
み

があ

る方
かた

、ジェンダーと言
げん

語
ご

の関
かん

係
けい

、役
やく

割
わり

語
ご

、ステレオタイプなどに興
きょう

味
み

のある方
かた

は一
いち

読
どく

してみてはいかがでしょうか。もちろん、翻
ほん

訳
やく

に興
きょう

味
み

がある方
かた

にも。

「女
おんな

ことば」は日
に

本
ほん

語
ご

より日
に

本
ほん

語
ご

らしい…のよ。

『翻
ほん

訳
やく

がつくる日
に

本
ほん

語
ご
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：生
いく

田
た

　守
まもる

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

「お母
かあ

さんがお父
とう

さんと結
けっ

婚
こん

なすったのは十
じゅう

五
ご

の時
とき
よ。あたしはもう十

じゅう
六
ろく
だわ。」

（『風
かぜ

と共
とも

に去
さ

りぬ』スカーレット）

「着
き

たい服
ふく

を着
き

るわ。心
ここ

地
ち

よいし、美
うつく

しくなれる。」（ミシェル・オバマ）

「やっつけたわ　化
ば

け物
もの

！助
たす

かったのよ。」（『エイリアン』リプリー）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日
に

本
ほん

語
ご

がわかる人
ひと

なら、上
うえ

の会
かい

話
わ

がすべて女
じょ

性
せい

によって話
はな

されたものである

ことがわかるでしょう。日
に

本
ほん

語
ご

は男
だん

性
せい

と女
じょ

性
せい

で使
つか

うことばに違
ちが

いがあることは、

日
に

本
ほん

語
ご

を学
がく

習
しゅう

したことがある人
ひと

はみんな知
し

っていると思
おも

います。

しかし、上
うえ

の例
れい

のように話
はな

す女
じょ

性
せい

は現
げん

実
じつ

にはあまりいないといっていいでし

ょう。著
ちょ

者
しゃ

によれば、「あたし」、「かしら」、「だわ」、「わよ」、「のよ」などは、

女
じょ

性
せい

によってはもはや使
つか

われていないのが現
げん

状
じょう

ということです。

では、いったい、だれが使
つか

うのでしょうか？

▽外
がい
国
こく
人
じん
女
じょ
性
せい
のための「女

おんな
ことば」

日
に

本
ほん

人
じん

女
じょ

性
せい

が使
つか

わない「女
おんな

ことば」は翻
ほん

訳
やく

に使
つか

われ、日
に

本
ほん

語
ご

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えて

きたということが本
ほん

書
しょ

で述
の

べられています。

映
えい

画
が

や小
しょう

説
せつ

やインタビュー記
き

事
じ

など、架
か

空
くう

の人
じん

物
ぶつ

でも、現
げん

実
じつ

の人
じん

物
ぶつ

でも、女
じょ

性
せい

のことばは普
ふ

通
つう

「女
おんな

ことば」で翻
ほん

訳
やく

されます。

なぜでしょうか？

それは役
やく

割
わり

語
ご

のようなものでもあります（役
やく

割
わり

語
ご

については日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

通
つう

信
しん

2013年
ねん

2月
がつ

号
ごう

「日
に

本
ほん

語
ご

・日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を研
けん

究
きゅう

する」でも取
と

り上
あ

げています）。 


